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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
発
生
す
る
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
（
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核
種
に
つ
い
て
環
境
放
出
の
規

制
基
準
を
満
た
す
水
）
の
安
全
性
に
関
す
る
報
告
書
が
四
月

二
九
日
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
、
本
部
は
ウ
ィ
ー
ン
）

よ
り
公
表
さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

と
の
間
で
二
○
二
一
年
七

月
に
行
わ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
処
分
の
支
援
に
関

す
る
署
名
に
基
づ
き
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
職
員
及
び
一
一
ヶ

国
の
国
際
専
門
家
よ
り
構

成
さ
れ
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
り
指
定

さ
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
チ
ー
ム

が
去
る
二
月
に
来
日
し
た
。

今
回
の
報
告
書
は
、
東
京

電
力
が
二
○
二
一
年
一
二

月
に
原
子
力
規
制
委
員
会

に
提
出
し
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
取
扱
い
に
関
す
る
実
施
計

画
変
更
認
可
申
請
書
（
希
釈
放
出
設
備
お
よ
び
関
連
施
設
の

設
計
な
ど
を
記
載
）
や
、
同
年
一
一
月
に
公
表
し
た
海
洋
放

出
に
係
る
人
及
び
環
境
へ
の
放
射
線
影
響
評
価
報
告
書
の
内

容
を
踏
ま
え
、
レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
見
解
を
記
述

し
て
い
る
。
今
後
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
前
・
中
・
後
を

通
じ
実
施
さ
れ
る
レ
ビ
ュ
ー
の
最
初
の
報
告
書
と
な
る
も
の
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
国
際
基
準
に
照
ら
し
、

放
出
設
備
の
設
計
に
お
い
て
予
防
措
置
が
的
確
に
講
じ
ら
れ

て
お
り
、
人
へ
の
影
響
は
日
本
の
規
制
当
局
が
定
め
る
水
準

よ
り
大
幅
に
小
さ
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
議
長
で
あ
る
グ
ス
タ
ボ
・
カ

ル
ー
ソ
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
局
調
整
官
は
、

「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
レ
ビ
ュ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

結
果
を
明
確
か
つ
迅
速
に
国
際
社
会
に
伝
え
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
日
本
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
効
果
的
な
協
力
関

係
を
強
調
し
た
」
と
述
べ
た
。

　

現
在
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
二
○
二
二
年
後

半
に
二
回
目
の
レ
ビ
ュ
ー
チ
ー
ム
派
遣
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
放
出
開
始
前
に
、
レ
ビ
ュ
ー
の
全
側

面
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
結
論
を
含
む
完
全
な
報
告
書
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
回
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
で
は
「
現
実
に

即
し
た
評
価
や
説
明
の
追
加
を
求
め
る
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
萩
生
田
光
一
経
済
産
業
相
は
二
九
日
発
表
の
談
話

の
中
で
、「
こ
う
し
た
指
摘
を
東
京
電
力
の
計
画
に
し
っ
か
り

と
反
映
さ
せ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
係
る
安

全
確
保
と
国
内
外
の
理
解
醸
成
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で

は
、
両
市
出
身
の
偉
大
な
哲
学
者
を
紹
介
し
た
い
。

一
八
三
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
州

ヒ
ル
リ
ッ
ツ
に
生
ま
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
は
、

ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
入
学
し
、
物
理
学
や
生
理
学
を
学

び
、
物
理
学
で
博
士
号
を
取
得
。
グ
ラ
ー
ツ
大
学
教

授
（
数
学
、
物
理
学
担
当
）、
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
（
実

験
物
理
学
担
当
）
を
経
て
、
九
五
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大

学
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
は

新
設
さ
れ
た
「
帰
納
的
科
学
の
歴
史
と
理
論
」
講
座

を
担
当
。
物
理
学
で
は
、
静
止
流
体
中
を
運
動
す
る

物
体
が
音
速
を
超
え
た
場
合
、
衝
撃
波
が
生
じ
る
こ

と
を
世
界
で
初
め
て
実
験
的
に
示
し
た
。
こ
の
業
績
か
ら
、
圧

縮
流
体
中
に
お
け
る
物
体
の
速
度
と
音
速
と
の
比
を
マ
ッ
ハ
数

と
呼
ぶ
。
科
学
史
・
科
学
哲
学
の
分
野
で
は
、
当
時
の
物
理
学

界
を
支
配
し
て
い
た
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
る
絶
対
時
間
、
絶
対

空
間
な
ど
の
基
本
概
念
に
は
、
形
而
上
学
的
な
要
素
が
入
り
込

ん
で
い
る
と
し
て
批
判
。
こ
の
考
え
方
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
特
殊
相
対
性
理
論
の
構
築
へ
の
道

を
開
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
物
体
の
慣
性
力
は
、
全
宇

宙
に
存
在
す
る
他
の
物
質
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
、

と
の
マ
ッ
ハ
の
原
理
を
提
唱
。
こ
の
原
理
は
一
般
相
対
性
理

論
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
認
識
論
の
分
野
で

は
、
直
接
的
経
験
か
ら
再
度
、
知
識
を
構
築
し
な
お
す
べ
き

だ
と
す
る
要
素
一
元
論
を
主
張
。
当
時
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
流
の

粒
子
論
的
世
界
観
を
応
用
し
て
理
論
を
構
築
し
、
世
界
を
実

在
論
的
な
見
方
を
し
て
い
た
ボ
ル
ツ
マ
ン
や
プ
ラ
ン
ク
ら
と

論
争
を
繰
り
広
げ
た
。
マ
ッ
ハ
哲
学
は
、
当
時
の
若
手
の
哲

学
者
・
科
学
者
ら
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
ウ
ィ
ー
ン
学
団

結
成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
一
八
七
○
年
に
加
賀
国
河
北
郡
森
村
に
生
ま
れ
た
西

田
幾
多
郎
は
、
石
川
県
専
門
学
校
（
後
の
四
高
）
に
学
び
哲
学

へ
の
関
心
が
芽
生
え
た
。
こ
こ
で
古
今
東
西
の
書
籍
に
加
え
、

外
国
語
か
ら
漢
籍
ま
で
を
学
ぶ
。
東
京
帝
国
大
学
選
科
に
入
学

し
本
格
的
に
哲
学
を
学
ぶ
。
大
学
選
科
修
了
後
、
故
郷
に
戻
り

教
職
を
得
る
が
、
学
校
内
で
の
内
紛
で
失
職
す
る
な
ど
、
在
職

校
を
点
々
と
す
る
。
世
俗
的
な
苦
悩
か
ら
の
脱
出
を
求
め
て
い

た
西
田
幾
多
郎
は
、
高
校
同
級
生
で
あ
る
鈴
木
大
拙
の
影
響
で
、

禅
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
第
四
高
等
学
校
教
授
、

京
都
帝
大
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
一
九
一
三
年
に
京
都
帝
大
教

授
に
就
任
。
三
木
清
、
西
谷
啓
治
な
ど
多
く
の
哲
学
者
を
育
て

た
。
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
体
系
は
西
田
哲
学
と
呼
ば
れ
る
。
郷

里
に
近
い
国
泰
寺
で
の
参
禅
経
験
と
近
代
哲
学
を
基
礎
に
、
仏

教
思
想
、
西
洋
哲
学
を
よ
り
根
本
的
な
地
点
か
ら
融
合
さ
せ
よ

う
と
し
た
。
そ
の
思
索
は
禅
仏
教
の
「
無
の
境
地
」
を
哲
学

論
理
化
し
た
純
粋
経
験
論
か
ら
、
そ
の
純
粋
経
験
を
自
覚
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
発
展
し
て
い
く
自
覚
論
、
そ
し
て
、
そ
の

自
覚
な
ど
意
識
の
存
在
す
る
場
と
し
て
の
場
の
論
理
論
、
最

終
的
に
そ
の
場
が
宗
教
的
・
道
徳
的
に
統
合
さ
れ
る
絶
対
矛

盾
的
自
己
同
一
論
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
西
洋
哲
学
の
研

究
と
参
禅
の
産
物
で
あ
る
西
田
幾
多
郎
の
名
著
『
善
の
研
究
』

で
は
、「
善
と
は
一
言
に
て
い
え
ば
人
格
の
実
現
で
あ
る
」
と

の
名
言
を
述
べ
て
い
る
。
四
五
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
し
て

い
る
。
京
大
時
代
、
西
田
幾
多
郎
が
好
ん
で
散
策
し
て
思
案

を
巡
ら
し
た
琵
琶
湖
疏
水
沿
い
の
道
は
「
哲
学
の
道
」
と
呼

ば
れ
、
日
本
の
道
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
マ
ッ
ハ
哲
学
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
相
対

性
理
論
を
学
生
時
代
に
は
よ
く
勉
強
し
た
。
学
生
時
代
の
下
宿

に
近
か
っ
た
哲
学
の
道
は
、
観
光
客
が
多
か
っ
た
が
よ
く
散
歩

し
た
。
今
月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
哲
学
者
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願

い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
隣
接
す
る
市
庁
舎
庭
園
に
あ
る
エ
ル

ン
ス
ト
・
マ
ッ
ハ
の
胸
像
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

■ 

杉
本
純 

 

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン

 

と

 

京
都    

123

杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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本誌執筆者の主な著作
河野純一著「不思議なウィーン」
河野純一著「ウィーン遺聞」
河野純一著「ウィーンのドイツ語」
河野純一著「横顔のウィーン」

須永恆雄訳「ウィーンの内部への旅」
須永恆雄編訳「マーラー全歌詞対訳集」

近藤常恭著「ウィーンの街の物語」
福田和代共訳「サフィア」

2月のIAEAレビュー会合の様子
https://www.jaif.or.jp/journal/japan/12895.html


